
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

河

川

敷

地

の

公

用

廃

止

河

川

課

【

公

告

】

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

指

定

取

消

し

〃

○

証

票

の

有

効

期

限

の

決

定

〃

岡

山

県

公

報

平成２６年１０月３１日 第１１６３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

赤
磐
市
桜
が
丘
東
六
丁
目
六
の
七
五
八
、
六
の
七
五
九
、
八
三
二
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

下
原
船
穂
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

倉
敷
市
船
穂
町
柳
井
原
字
上
池
ノ
内
二
二
三
四

八
五
〇
・
〇

番
一
地
先
か
ら

八
・
〇
～

新

倉
敷
市
船
穂
町
水
江
字
一
ノ
口
脇
九
三
番
二
地

五
二
・
〇

先
ま
で

倉
敷
市
船
穂
町
柳
井
原
字
上
池
ノ
内
二
二
三
四

八
五
〇
・
〇

番
一
地
先
か
ら

七
・
〇
～

旧

倉
敷
市
船
穂
町
水
江
字
一
ノ
口
脇
九
三
番
二
地

二
四
・
〇

先
ま
で

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

下
原
船
穂
線

倉
敷
市
船
穂
町
柳
井
原
字
上
池
ノ
内
二
二
三
四
番
一

平
成
二
十
六

地
先
か
ら

年
十
月
三
十

倉
敷
市
船
穂
町
柳
井
原
字
上
池
ノ
内
二
二
三
八
番
一

一
日

地
先
ま
で

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
七
号

河
川
工
事
の
施
行
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四

十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
河
川
課
及
び
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

河
川
の
名
称

一
級
河
川
高
梁
川
水
系
真
谷
川

二

廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

三

廃
川
敷
地
等
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
服
部
地
内

四

廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量

廃
川
敷
地
一
二
〇
・
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



〔
四
七
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
新
町
南
三
九
九

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

津
山
市
北
園
町
四
六

八
北
園
ア
パ
ー
ト
Ｂ
棟
二
二
号

－

小
川

泰
幸

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
三
四
号

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

岡

山

新

風

会

三

木

亮

治

和

氣

健

岡
山
市
中
区
西
川
原
一

一
四

二
八

平
成
二
六
・

九
・

三

－
－

な
る
も
と
俊
一
後
援
会

成

本

俊

一

成

本

順

子

〃

東
区
西
大
寺
中
一

四

三
一

三

〃

九
・

二

－
－

－

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

維
新
の
党
岡
山
県
総
支
部

政
治
団
体
の
名
称

維
新
の
党
岡
山
県
総
支
部

日
本
維
新
の
会
岡
山
県
総
支
部

平
成
二
六
・

九
・
二
四

維
新
の
党
倉
敷
市
支
部

〃

維
新
の
党
倉
敷
市
支
部

日
本
維
新
の
会
倉
敷
市
支
部

〃

九
・
二
五

自
由
民
主
党
岡
山
県
と
き
わ
会
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一

二

三
〇
一
山
陽
Ｓ

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一

二

三
〇
一
㈱
ジ
ェ

〃

九
・
一
八

－
－

－
－

Ｃ
開
発
㈱

イ
ア
ー
ル
西
日
本
岡
山
メ
ン
テ
ッ
ク

〃

会
計
責
任
者

石

部

英

基

隅

田

康

男

〃

〃

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

Ｓ

育

て

る

会

会
計
責
任
者

義

藤

龍

馬

原

田

茂

平
成
二
六
・

九
・

五

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

代

表

者

松

﨑

隆

入

江

善

康

〃

九
・

三

土
屋
す
す
む
後
援
会

〃

土

屋

享

谷

岡

昭

和

〃

九
・
一
二

働
く
者
の
明
る
い
未
来
を
つ
く
る
会

会
計
責
任
者

義

藤

龍

馬

原

田

茂

〃

九
・

五

浜
口
ゆ
う
じ
後
援
会

〃

義

藤

龍

馬

原

田

茂

〃

〃

前
久
光
後
援
会

〃

磯

山

正

紀

弓

狩

直

一

〃

九
・
一
一

松
成
育
て
る
会

〃

義

藤

龍

馬

原

田

茂

〃

九
・

五

松
成
や
す
あ
き
後
援
会

〃

義

藤

龍

馬

原

田

茂

〃

〃

柳
田
さ
と
し
後
援
会

〃

義

藤

龍

馬

原

田

茂

〃

〃

Ｙ

育

て

る

会

〃

義

藤

龍

馬

原

田

茂

〃

〃

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

解
散
年
月
日

原
光
俊
後
援
会

谷

本

孝
三
郎

平
成
二
六
・

九
・
一
八

前
久
光
後
援
会

磯

山

正

紀

〃

九
・
一
一

森
本
博
子
後
援
会

森

本

博

子

〃

九
・

一

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

資
金
管
理
団
体
の
届

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

届
出
年
月
日

出
を
し
た
者
の
氏
名

成

本

俊

一

岡
山
市
議
会
議
員

な
る
も
と
俊
一
後
援
会

岡
山
市
東
区
西
大
寺
中
一

四

三
一

成

本

俊

一

平
成
二
六
・

九
・

二

－
－

三

－

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
三
号

◎
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

資
金
管
理
団
体
で
な
く
な

届
出
を
し
た
者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

っ
た
旨
の
届
出
年
月
日

森

本

博

子

備
前
市
議
会
議
員

森
本
博
子
後
援
会

備
前
市
伊
里
中
四
六
六

一

森

本

博

子

平
成
二
六
・

九
・

三

－

平成２６年１０月３１日　岡山県公報　第１１６３２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
四
号

政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
事
務
所
に
係
る
立
札
及
び
看
板
の
類
の
証
票
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

五
十
六
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
三
号
）
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
証
票
の
有
効
期
限
を
次
の

よ
う
に
定
め
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

岡

本

研

吾

一

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
交
付
す
る
政
治
活

動
の
た
め
に
使
用
す
る
事
務
所
に
係
る
立
札
及
び
看
板
の
類
の
証
票
（
以
下
「
証
票
」
と
い
う
。
）

の
有
効
期
限
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

二

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
を
有
効
期
限
と
す
る
証
票
を
更
新
す
る
た
め
同
日
以
前
に
交
付

を
受
け
た
証
票
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
に
交
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。
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